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１．神奈川県の医療資源
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神奈川県の人口と市町村

☆人口 約923万人（全国２位）☆人口規模はハンガリー１国に匹敵。
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〇 県内に33市町村（市19,町13,村１）
〇 都道府県で唯一、県内に３つの政令指定都市（横浜市,川崎市,相模原市）
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6（神奈川県人口ビジョンより抜粋）

〇 1970年の人口構造は、生産年齢人口が多いピラミッド構造
〇 2050年には、高齢化と若年人口の減少に伴い、逆ピラミッド形になってい
くと予想



本県における総人口の推移

図 神奈川県の年齢区分別人口の推移
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万人

〇 2040年には、2015年と比較し人口は8％減少し834万人に減少
〇 2021年より人口減少がはじまり、今後65歳以上の高齢者の占める割合が高く

なることが予想



神奈川県における高齢化の推移①神奈川県における高齢化の推移①

注１ 平成22年度までは、国勢調査 注２ 平成27年度以降は、国立社会保障・人口問題研究所による推計 8
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老年人口 約124万人
高齢化率 14％超

平成22年(2010年)
高齢化率 20％超
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高齢化率 25％超
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〇 現在65歳以上の高齢化率は25％に、2040年には35％になると推測され
ている。



神奈川県の医療資源の立ち位置①
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◆ 本県の人口 （R4調査） :約923万人（全国２位）

◆ 病院の施設数（総数）（R3調査）: 336病院 （全国７位）

◆ 病院病床数（総数）（R3調査） : 73,891床 （全国５位）
（精神病床等含む）

◆ 医療施設従事医師数（総数）
（R2.12調査時点） : 20,596人 （全国３位）

◆ 就業看護職員数（R2調査） : 86,360人 （全国３位）

〇 人口規模が大きいので、医療機関や医師・看護師等の総数
（絶対数）は多い。

＜出典＞ 人口:県統計センター「神奈川県人口調査結果(令和４年10月1日現在)」、病院の施設数、病院病総数:医
療施設調査（令和３年）、医療施設従事医師数:厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計の概況」（令和２年）、
就業看護師数:衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況（令和２年）



神奈川県の医療資源の立ち位置②
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〇 人口10万人当たりの医療資源で見ると、本県は全国順位
で下位に位置している。

◆ 病院の施設数 : 3.6病院 （全国47 位）

◆ 病院病床数 : 800.0床 （全国47 位）

◆ 医療施設従事医師数 : 223.0人 （全国39 位）

◆ 就業看護職員数 : 934.9人 （全国47 位）

＜出典＞ 病院の施設数、病院病総数:医療施設調査（令和３年）、医療施設従事医師数:厚生労働省「医師・歯科
医師・薬剤師統計の概況」（令和２年）、就業看護師数:衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況（令和２年）



２．神奈川県の医療計画
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保健医療計画とは

〇 地域の実情に応じて都道府県における医療提供体制の確保
を図るための計画を定めるもの（医療法第30条の４）

〇 第７次神奈川県保健医療計画 （平成30年度～平成35年度）

【基本理念】
・すべての県民が健やかに安心してくらせる

社会や納得できる医療の実現に向けて、
「誰でも等しく良質かつ適切な保健医療
サービスを受けられる」こと。

【基本目標】
・患者が身近なところで、質の高い医療を

安心して受けられるよう、医療機関相互の
連携の下で、切れ目のない保健医療福祉
サービスを提供する体制を整備する。
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保健医療圏
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〇 健康づくりから疾病の予防、治療、社会復帰までの総合的な保健医療体制
を整備するための地域的単位

【二次保健医療圏】
 ３３５医療圏（令和３年10月時点）
 市区町村域を越えた圏域
 一般的な入院医療への対応を図り、保健・医療・福祉の連携した総合的な取組

みを行うために設定
 高齢者や障がい者の広域的な圏域とほぼ一致

【三次保健医療圏】
 ５２医療圏（令和３年10月時点） ※都道府県ごとに１つ（北海道は６医療

圏）
 特殊な医療を提供する単位として設定

【一次保健医療圏】
 市町村単位で設定
 日常的な医療を提供する。
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①横浜、②川崎南部、③川崎北部、④相模原、⑤横須賀・三浦、⑥湘南東部、
⑦湘南西部、⑧県央、⑨県西

〇 神奈川県は、二次保健医療圏ごとに、保健・医療・福祉の連携した総
合的な対策を行っている。
〇神奈川県における二次保健医療圏は、以下の９つの医療圏で構成



二次保健医療圏の主な医療機能
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二次医療圏 救命救急
センター

災害拠点
病院

がん診療連携
拠点病院

地域医療
支援病院

分娩取扱
施設数

横浜 ９ 13 13 18 55

川崎北部 １ ３ 2 2 11

川崎南部 ２ 4 3 ３ 11

相模原 １ ３ 3 ２ 13

横須賀・三浦 ３ 3 2 4 12

湘南東部 １ ２ 2 ２ 15

湘南西部 ２ ３ 3 4 9

県央 １ ２ 2 4 11

県西 １ ２ １ 2 4

合計 21 35 31 41 141

（救急救命センター、災害拠点病院、がん診療連携拠点病院及び地域医療支援病院は令和４年４月１日現在、
分娩取扱施設数は令和３年４月１日現在）

〇 二次医療圏ごとの医療機能として、以下の内容を定めている。
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３．医師の状況（神奈川県）

① 県全体
② 診療科
③ 二次医療圏

※ 医師数は医療施設従事者数で記載



（令和２年 医師・歯科医師・薬剤師統計） 17

〇 国内の医師数は増加傾向にある。

① 医師数の推移について



18
（各年医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）より神奈川県が作成）

〇 神奈川県の医師数（医療施設従事医師数）は、令和２年、20,596名
で、増加傾向である。

〇 令和２年度の女性医師の割合は、26.2％となっている。

① 医師数の推移について
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〇 厚生労働省が示す医師偏在指標によると、神奈川県は230.9と
全国26位である。（全国平均は、239.8 である。）

医師偏在指標は、三次医療圏・二次医療圏ごとに、医師の偏在の状況を全国ベースで客観
的に示すために、地域ごとの医療ニーズや人口構成､医師の性年齢構成等を踏まえた指標。

全国
239.8

上位33.3％以上 下位33.3％以上

医師多数区域 医師少数でも多数でも
ない区域

医師少数区域

上位33.3％でも下位33.3％でもない

※ 医師偏在指標に係るデータ集

① 医師数について（県の立ち位置）



3,258 

715 658 

1,038 

504 

3,565 

590
758

1187
698

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

内科 外科 産婦人科 小児科 麻酔科

主な診療科の推移（Ｈ22～R2)

H22 H24 H26 H28 H30 R2

20（各年医師・歯科医師・薬剤師統計（調査）より神奈川県が作成）

② 主な診療科別の医師数の推移について
〇 内科、産科、小児科及び麻酔科は、増加傾向である。
〇 全国的にも不足している外科医師は減少に転じている。
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21（令和２年 医師・歯科医師・薬剤師統計より神奈川県が作成）

② 診療科別の医師数（10万人当たり）（R2）② 診療科別の医師数（10万人当たり）（R2）

神奈川県
43位

神奈川県
32位

神奈川県
45位

※ 小児科の15歳未満人口10万人当たり医師数
※ 産科・産婦人科の15～49歳女性10万人当たり医師数

〇 主な診療科では、全国の平均を下回っている。
〇 特に内科、外科及び産婦人科は全国順位を大きく下回ってい
る。

神奈川県
41位

神奈川県
33位



〇 医師偏在指標における９つの二次保健医療圏のうち、６つは医師多数区
域に位置付けられている。
〇 湘南東部、県央、県西地域は「医師少数でも多数でもない」区域であ
り、地域偏在が生じている。（本県は、医師少数区域は存在しない）。
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少数区域（下位33.3％）

川崎南部
311.3

（令和2年2月 医師偏在指標に係るデータ集より作成）

（東京都）
南多摩 156.6

（山梨県）
富士・東部 194.2

（静岡県）
熱海伊東 178.4

（静岡県）
駿東田方 188.0

（東京都）
区西南部 372.2

（東京都）
区西部 535.0

（東京都）
北多摩南部 293.1

6

③二次保健医療圏ごとの指標について

医師偏在指標・・三次医療圏・二次医療圏ごとに、医師の偏在の状況を全国ベースで客観的に示すために、
地域ごとの医療ニーズや人口構成､医師の性年齢構成等を踏まえた指標。（厚生労働省公表）



23

４．臨床研修制度



H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

神奈川県（総定員） 650 646 680 675 688 683 715 697 663 661 652

神奈川県（採用実績） 544 519 563 597 593 629 633 654 642 630

全国（マッチング率） 75.2% 76.1% 76.3% 78.6% 79.6% 81.9% 81.8% 81.4% 80.6% 82.2% 82.9%

神奈川県(マッチング率) 87.8% 85.1% 84.4% 89.8% 87.4% 90.5% 90.2% 92.2% 95.2% 97.7% 99.1%
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24
※ 医師臨床研修マッチング協議会公表資料による

〇 採用数実績は平成30年度より横ばいであるが、令和４年
度はマッチング率が99.1％と過去最多となっている。



＜参考＞県内の臨床研修病院(59病院)について

25（（公社）神奈川県医師会作成）
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５．新専門医制度

① 専門医数の推移
② 専門研修基幹施設
③ 研修プログラム数について
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① 本県の専門研修医の採用実績の推移
〇 採用実績は年々増加傾向にある。
〇 新専門医制度が設立した平成30年度より、142名増となっている。
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② 専門研修基幹施設（神奈川県）
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■専門研修基幹施設 県内６２施設 令和４年４月時点

横浜 21病院 横浜労災病院、昭和大学藤が丘病院、昭和大学横浜市北部病院、済生会横浜市東
部病院、汐田総合病院、けいゆう病院、横浜医療ｾﾝﾀｰ、横浜旭中央総合病院、横
浜市立市民病院、神奈川県立がんｾﾝﾀｰ、戸塚病院、聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学横浜市西部
病院、横浜市立みなと赤十字病院、横浜栄共済病院、横浜市立大学附属市民総合
医療ｾﾝﾀｰ、横浜南共済病院、横浜市立大学附属病院、神奈川県立精神医療ｾﾝﾀｰ、
済生会横浜市南部病院、神奈川県立こども医療センター、聖隷横浜病院

川崎北部 ７病院 帝京大学医学部附属溝口病院、聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学病院、新百合ケ丘総合病院、川
崎市立多摩病院、多摩ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ、生田病院、久地診療所

川崎南部 ８病院 川崎市立川崎病院、日本鋼管病院、関東労災病院、川崎市立井田病院、総合新川
橋病院、日本医科大学武蔵小杉病院、川崎協同病院、川崎幸病院

相模原 ４病院 北里大学病院、相模原病院、相模原協同病院、東芝林間病院

横須賀・三浦
７病院

横須賀共済病院、横須賀市立市民病院、横須賀市立うわまち病院、湘南鎌倉総合
病院、久里浜医療ｾﾝﾀｰ、福井記念病院、葉山ﾊｰﾄｾﾝﾀｰ

湘南東部 ６病院 藤沢市民病院、湘南藤沢徳洲会病院、茅ヶ崎市立病院、茅ヶ崎徳洲会病院、湘南
東部総合病院、藤沢湘南台病院

湘南西部 ３病院 平塚共済病院、東海大学医学部付属病院、平塚市民病院

県央 ５病院 東名厚木病院、大和市立病院、海老名総合病院、湘南厚木病院、森の里病院

県西 １病院 神奈川県立足柄上病院



③二次医療圏別プログラム数（神奈川県）
二次医療圏別 プログラム数 一部紹介

横浜 ８３ 横浜市立大学附属病院、済生会横浜市東部病院、横浜医
療センター 等

川崎北部 ３４ 聖マリアンナ医科大学病院、新百合ヶ丘総合病院、川崎
市立多摩病院 等

川崎南部 ２２ 川崎市立川崎病院、日本鋼管病院、関東労災病院、川崎
協同病院 等

相模原 ２２ 北里大学病院、相模原病院、相模原協同病院、
東芝林間病院

横須賀・三浦 １８ 横須賀共済病院、横須賀市立市民病院、湘南藤沢徳洲会
病院、横須賀市立うわまち病院 等

湘南東部 １１ 藤沢市民病院、湘南藤沢徳洲会病院、茅ヶ崎市立病院、
湘南東部総合病院 等

湘南西部 ２３ 平塚共済病院、東海大学医学部付属病院、
平塚市民病院

県央 １０ 東名厚木病院、大和市立病院、海老名総合病院、
湘南厚木病院 等

県西 ２ 足柄上病院

合計 ２２５
詳しくは、県ホームページ 地域医療支援センター ＞ 30



③ 診療科別プログラム数（神奈川県）

31

主な診療科 プログラム数

産科（産婦人科） ９
小児科 １４
麻酔科 １７
外科 １９
内科 ４５

救急科 １８
総合診療 ２４

合計 １４６

※ 令和４年４月時点
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６．神奈川県の地域枠制度
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（R4第4回 地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループ）

〇 各都道府県の取組として、地域枠の設定がある。
〇 都道府県の実情に応じた地域医療に従事いただくことを期待されてい
る。

神奈川県の地域枠制度①



神奈川県の地域枠制度②

〇 地域枠医学生について
将来、地域医療に貢献する意思がある者に対する文科

省の増員枠として入学した方をいいます。地域医療に貢
献するための一定の義務年限があります。

〇 地域枠修学生について
地域枠医学生のうち、修学資金の貸与を受けている方

をいいます。神奈川県では指定診療科の制限があります。
地域医療医師修学資金貸付制度により、月額10万円

（6年間 720万円）の貸し付けを行います。

34



神奈川県の地域枠制度②
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〇 地域枠制度には、神奈川県地域枠と、横浜市立大学地域医療
枠の２つがあります。

① 神奈川県地域枠（指定診療科枠） 22名（毎年）
（横浜市立大学、北里大学、聖マリアンナ医科大学及び東海大学 各５名

日本大学（令和５年度より）各２名）
 指定診療科は産科、小児科、麻酔科、外科、内科、救急科、脳神経

外科及び総合診療の８診療科である。
 医学部在学時の貸付期間の1.5倍（9年間）を、県が策定している

キャリア形成プログラムに従い、指定診療科の医師として従事す
る。

② 横浜市立大学地域医療枠 25名（毎年）
 診療科の制限はなし。
 県が策定しているキャリア形成プログラムに従い、９年間、県内の

医療機関で従事する。
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区分 大学 在学生 医師 合計

地域医療枠 横浜市立大学 154 212 366

地域枠
(指定診療科枠)

横浜市立大学 31 36 67

聖マリアンナ医科大学 30 28 58

北里大学 22 11 33

東海大学 24 18 42

合計 261 305 566

〇 地域枠制度の利用者は、令和４年４月時点で、566名となって
いる。

神奈川県の地域枠制度③



神奈川県の地域枠制度③
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〇 地域枠医師の診療科ごとの従事状況は、以下のとおり。（令和４年４月
１日時点）
〇 内科が最も多く29名、次いで産科及び外科が18名、小児科が17名と
なっている。

診療科 臨床研修中 専門研修医 合計
産科 ７ 11 18

小児科 4 13 17
外科 ５ 13 18

麻酔科 1 ７ 8
内科 13 16 29

救急科 １ 2 3
総合診療科 ０ ０ ０

合計 34 59 93

令和４年４月時点
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〇 キャリア形成プログラムとは、地域枠医師等が卒業後、キャリア
形成をより充実させるため、勤務先をスムーズに選択できるよう示し
たもの。

令和３年度 都道府県担当者向け説明会 資料

地域医療実践

神奈川県の地域枠制度④
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卒後年 １～２年目 ３～５年目 ６～９年目

内容 臨床研修 後期研修 地域実践

選択可能
病院

県内５９病院 県内６１病院
（基幹施設）

医師不足病院への派遣
（地域枠医師の受入要望のある病院を記載）

＜本県のキャリア形成プログラム＞
〇 県内で従事する9年間をプログラム化したもの（臨床研修、専門研

修、
地域医療実践）。

〇 診療科ごとのプログラムの中から、勤務したい病院を選択してい
く。

〇キャリア形成プログラムの概要について

➢ 医師不足地域の医師の確保と、医師不足地域に派遣される医師の能力
開発及び向上を図ることが目的。

➢ 対象医師は、地域枠で入学し卒業した医師、自治医科大学卒業医師 等

ローテーション例

神奈川県の地域枠制度④
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７．地域医療支援センター
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神奈川県地域医療支援センター
〇 神奈川県地域医療支援センターを平成27年度に県庁医療
課に設置している。

地域医療

主な業務…
１．医師不足の状況等の把握、分析
２．医師不足病院の支援
３．医師のキャリア形成支援
４．地域医療関係者との協力関係の構築
５．医師募集情報等の情報発信と相談への対応 など
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神奈川県地域医療支援センター

地域枠制度を利用する皆様で、
○ 今後のキャリアのイメージがつかない
○ 指定診療科の選択に迷っている など
ご質問等ありましたら、

キャリアコーディネーターにご連絡ください!

令和４年度 キャリアコーディネーター（医師）

担当:保健医療人材担当課⾧ 西海 昇
連絡先:045-210-4877（ダイヤルイン）

（今後、キャリアコーディネーターを増員する予定です。）
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８．医療勤務環境改善支援センター



神奈川県勤務環境改善支援センター
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〇医師や看護師等の医療従事者の離職防止や定着促進、医療安
全の確保等を図る目的で設置している。

「勤務環境」

主な業務…
■医療勤務環境改善に主体的に取り組む医療機関の支援

・随時相談支援
・勤務環境改善マネジメントシステム導入支援
・医療従事者等の勤務環境改善のための研修会
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〇 令和６年度から、医師の時間外労働上限規制が適用

〇 原則、年960時間（Ａ水準）月100時間未満

〇 年1,860時間・月100時間未満の上限数を設定（３６協定上の
上限）

時間外労働規制の枠組み
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医師の区分 対象者 労働条件

A水準
診療従事勤務医に
2024年以降適用され
る水準

年960時間以内の勤務医
年960時間未
満
月100時間未
満

B水準

地域医療確保暫定特例
水準

時間外労働が、年960時間を超える医師

年1,860時間
未満

月100時間未
満 （例外あ
り）

連携B水
準

自院の時間外が年960時間以内で、副業・
兼務先の医療機関での時間外を合算すると、
年960時間を超える医師

C-1水準

集中的技能向上水準

研修プログラムに沿って基礎的な技能や能力を
習得する際に、時間外労働が年960時間を超え
る臨床研修医・専攻医

C-2水準
高度な技能を持つ医師育成が、公益上必要な分
野において、その技能の育成に関する診療業務
を行う際に、時間外労働が年960時間を超える
医籍登録後の臨床従事６年目以降の医師

〔医師の区分（各水準）の概要〕

960時間
以内

960時間
以上

時間外労働規制の枠組み



問合せ先

神奈川県地域医療支援センター
（神奈川県 健康医療局 保健医療部 医療課人材確保ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

（電話） 045-210-4877（ダイヤルイン）
（メール） ouhuku-ishikakuho@pref.kanagawa.lg.jp

（担当者）井上、原田

お気軽にご相談下さい!
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これからの地域医療を担っていく皆さん
が活躍されることを期待しています!


